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道内の労働災害状況 (業種抜粋)労基速報値     ６月末締 

 
   区分 

業種別 

2025 年 
令和７年 

2024 年 
令和６年 

対前年比 
増減 割合 

死亡 休業 死亡 休業 数 率 ％ 

全 産 業 合 計 28 3,102 22 3,438 -330 -9.5 100.0 

交通運輸事業 - 149 - 167 -18 -10.8 4.8 

道路貨物運送 3 337 2 354 -16 -4.5 10.9 

陸上貨物取扱 - 15 - 21 -6 -28.6 0.5 

                年間死亡交通事故（死者数） 【第一当事者の前年同時期比較】            年間死亡交通事故（件数）          ７月３１日締 
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2024 年 
令和６年 

１ ０ １ ０ ０ ０ １ ３ ０ ３  第 １ 当事者 
 [乗務員に起因するもの] ０ １ ０ ０ ０ 

 2025 年 
令和７年 ３ １ ０ ０ ０ ０ １ ５ ０ ５  第 ２ 当事者 

 [相手に起因するもの] １ １ ３ ０ ０ 

 増減 ＋２ ＋１ －１ ０ ０ ０ ０ ＋２ ０ ＋２  計 １ ２ ３ ０ ０ 

  
★ 運転者・従業員の皆様に掲示・回覧頂けますよう、お願い致します。    

主な被災(死亡)  
製 造 業  2人 
建 設 業  8人 
道路貨物運送  3人 
林  業  5人 
水 産 業  0人 
商  業  2人 
そ の 他  8人 
 合計   28 人 
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北海道警察 HP より 

印刷サイズ B4 

令和７年７月３１日締《全道》 

 

 

旭 

８月

(火)～ (金)  

ナスバ：独立行政法人 
自動車事故対策機構 

４，５月を除く毎月 
１日～30 日の間
で受講可能です 

会員の方は旭ト協ホームページで申込を 

㈱キャブステーション 

７日以内に 
受講のこと 

 今後の旭川地区開催計画【会場受講】 

  基礎講習 旭川１月のみ 

  一般講習 稚内10月と旭川２月のみ 
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実技は会社
で実施を 



 《    デイ・ライトで安全確保！ 自分の存在･位置を知らせて安全を確保しよう 》 (令和 ７ 年) 2025 年 ８ 月 １ 日発行 
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★ 運転者・従業員の皆様に掲示・回覧頂けますよう、お願い致します。    

 

 
 

 

 



 《    デイ・ライトで安全確保！ 自分の存在･位置を知らせて安全を確保しよう 》 (令和 ７ 年) 2024 年 １２ 月 １ 日発行 
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            ★ 運転者・従業員の皆様に掲示・回覧頂けますよう、お願い致します。 

不定期連載 2025.7.10 公開分 

事業用自動車の「社会的に影響のある重大事故」については事故調査委員会の調査が行なわれ、公表されています。 

公表されている内、１件の事例概要を掲載しますので安全運転に活用ください。 

国土交通省 事業用自動車調査委員会 https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/jikochousa/report1.html

 

会社の問題は？ 

 再発防止策 何が問題で 何をすべきだったか  事業者がすべき事 
 ◆疲労に関わる判断基準の確立／健康状態のヒアリング／乗務許可基準見直し／ 

  労働時間集約(乗務実績表)の活用／過重労働防止のための労務管理 

 ◆実際に告示で定める最大時間で労働させた場合の肉体・精神疲労についての理解 

 ★基本賃金の見直し，残業時間の削減／月間・年間労働時間削減の長期計画 

当該事業者の概要 

資本金      ３，０００万円 

保有車両数１１７台 

本社、営業所   本社，営業所３ 

従業員 122 名（内運転者 99 名) 

 

隔日勤務という不規則な生活は 
法律の範囲であっても蓄積される疲労まで
は予見できない． 

点呼実態 
乗務の交代要員
がおり、薬の服
用や健康状態か
ら躊躇なく交代
できる体制を維
持していた． 
健康診断年２回 
 

乗客が巻き込まれた理由  
死亡した以外の乗客約４
０名は前方約１００ｍ先
の左側法面近くに退避し
ていた． 
整備士の勉強のために日
本に来ていた若者も含ま
れていた． 

 ２回の監査が入り、届出・記録・指示・教育不備で 
 車両停止 60 日の処分を受けている． 


